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Abstract
In the present study, we aimed to elucidate the coaching philosophy and techniques of“Dettmar Cramer”
and“Ivica Osim”, two foreign coaches who have contributed to the progress of Japanese soccer, by investi-
gating their remarks published in books and literature and on the Internet. The following results were ob-
tained:
1） The two coaches’ coaching techniques were similar in that they provided verbal coaching that valued 
the characters and personalities that had developed from the environment and culture of the country 
they were coaching in.
2） Both coaches talked to individual players after carefully observing their individuality and abilities.
3） Dettmar Cramer used words to improve techniques and strategies while making use of the mental 
toughness of the Japanese players.
4） Ivica Osim considered “running” and “thinking ability” to be essential for compensating for physical 
shortcomings, and improved the effectiveness of training by selecting suitable words.
The above results suggest that verbal coaching techniques involve an intellectual ability to select and use 
words based on an experiential knowledge of effective ways to use the words, specifically “when”, “where”, 




る．サッカー競技を総括する国際的な組織は国際サッカー連盟（FIFA ＝ Federation International de 
Football Association）であり，同連盟には欧州・南米・北中米・カリブ海・アジア・オセアニア・アフリ
カの七つの地域から 200 を越える国がサッカー連盟に加盟している．清水（2003）2）はサッカーの歴史は


















































その後，1959 年に第 18 回オリンピックが東京で開催されることが決定されると，日本蹴球協会（当時）
















ここで，Table1 に示すのは，1951 年から 2011 年までのサッカー日本代表歴代監督である．2011 年ま
での 60 年間の間に述べ 21 名の監督が指揮を取っている．
Table1.  日本代表チーム監督（1951 ～ 2011 年）
就任期間 監　督　名
1951.02 ～ 1951.03 二　宮　洋　一
1951.11 ～ 1956.11 竹　腰　重　丸
1967.10 ～ 1957.11 高　橋　英　辰
                   1958.05 川　本　泰　三
1958.12 ～ 1959.12 竹　腰　重　丸
1960.08 ～ 1962.09 高　橋　英　辰
1962.12 ～ 1969.10 長　沼　　　健
1970.03 ～ 1971.10 岡　野　俊一郎
1972.01 ～ 1976.04 長　沼　　　健
1976.05 ～ 1978.12 二　宮　　　寛
1979.03 ～ 1980.04 下　村　幸　夫
1980.05 ～ 1980.06 渡　辺　　　正
1980.11 ～ 1981.03 川　渕　三　郎
1981.05 ～ 1987.11 森　　　孝　慈
1986.05 ～ 1987.10 石　井　義　信
1988.01 ～ 1991.07 横　山　謙　三
1992.05 ～ 1993.10 マリウス・ヨハン・オフト
1994.05 ～ 1994.10 バウロ・ロベルト・ファルカン
1995.01 ～ 1997.10 加　茂　　　周
1997.10 ～ 1998.06 岡　田　武　史
1998.10 ～ 2002.08 オマル・トルシエ
2002.08 ～ 2006.07 アルトゥール・アントゥネス・コインブラ（ジーコ）
2006.07 ～ 2007.12 イビチャ・オシム
2007.12 ～ 2010.08 岡　田　武　史








れるようになった．その後，プロの監督として初めて採用されたのは，1992 年 5 月から 1993 年 10 月
まで就任したマリウス・ヨハン・オフト（オランダ）であった．彼の採用は，当時の日本代表チームの成
績不振による監督交代，日本サッカーリーグのプロ化への声が高まる中，日本サッカー協会内部で外国
人監督の登用が求められた結果であった．1993 年 5 月に日本サッカーリーグから日本プロサッカーリー
グ（J League: Japan Professional Football League）と名称を変え，日本サッカーはアマチュアからプロへの














加納（2002）10）は，日本では 1959 年に第 18 回オリンピック東京開催が決定し，1960 年に日本サッカー
協会は「選手強化計画の構想」として，①候補選手の育成，②体力強化，③国際試合，④外国人コーチの
招聘，⑤コーチの留学，⑥科学的研究，⑦普及活動の将来的ビジョンを打ち出し，本格的な強化に取り

















さらに 1968 年のメキシコオリンピックでは教え子である監督やコーチを支え，3 位決定戦で開催国メ
キシコを破り銅メダルを獲得した．このように 1960 年代は D・クラマーの指導により，日本サッカー
は最も輝いた時代と言え，この年代の所産が現在の日本サッカーのベースとなったと言っても過言では
ない．



























































I・オシムは 1941 年 5 月 6 日に旧ユーゴスラビアボスニア共和国の首都であるサラエボに生まれ，13
歳（1954 年）で地元ジェレズチャルのユースチームに入団し，18 歳（1959 年）にトップチームへの昇格を
果たす．1960 年には欧州トップリーグで選手として活躍し，1964 年東京オリンピックに旧ユーゴスラ





オシムは 2003 年に当時 J リーグ・ジェフユナイテッド市原のゼネラルマネージャーであった祖母井
秀隆を介し，同チームの監督に就任した．2005 年にヤマサキナビスコカップで優勝し，ジェフ市原に
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